
老
舗
企
業
の

そ
の
会
社
を
長
年
支
え
て
き
た「
大
黒
柱
」と
は
何
か
。

老
舗
会
員
企
業
に
聞
き
、時
代
を
超
え
て
歩
み
続
け
て

来
た
秘
訣
を
探
る
。

▲�平成13年に導入したアメリカ製ワクチン接種機。卵内で発育中の
胚に予防接種することにより、雛に早期の免疫獲得を促す最新技術

▲�赤坂種鶏場の種鶏舎で、雄鶏と
雌鶏を交配させ、受精卵を生産す
る。本社へ運ばれた卵は、孵卵機
で均一に温められ、21日後にヒヨ
コになる

▲�昭和36年の同社パンフレット表紙に使われた本社全景。中央水色の
本社社屋と左側に並ぶ孵卵場の建物等は今も現役。当時は周囲に
田園風景が広がっていたが、近年は住宅地化してきたこともあり、「90
周年までには新築移転したい」と目下検討中

▶�

家
業
を
継
ぐ
前
は
東
京
の
テ
レ
ビ
局
で
7
年
間
ス

ポ
ー
ツ
記
者
を
し
て
い
た
山
上
社
長
。ど
ち
ら
も

大
切
な
の
は
観
察
力
。共
通
点
が
無
い
こ
と
も
な

い
、と
笑
う

孵卵場で孵化した雛は、羽毛の形状で雌雄を選別し箱に詰めて出荷される

落
ち
込
ん
だ
。

こ
こ
で
同
社
は
、
採
卵
用
雛
か
ら
肉
用
雛

へ
の
転
換
を
決
意
。
昭
和
42
年（
1
9
6
7

年
）、
イ
ギ
リ
ス
の
育
種
会
社
が
開
発
す
る
ブ

ロ
イ
ラ
ー
専
用
種「
チ
ャ
ン
キ
ー
」を
、日
本
で

初
め
て
導
入
し
た
。
昭
和
57
年（
1
9
8
2

年
）に
は
採
卵
用
雛
の
生
産
を
中
止
し
、
以
降

肉
用
雛
の
生
産
に
専
念
す
る
。
二
代
目
社
長

で
現
会
長
の
山
上
恭
宏
氏
は
チ
ャ
ン
キ
ー
種

の
普
及
に
尽
力
、
強
健
性
と
飼
料
効
率
の
良

さ
を
兼
ね
備
え
た
チ
ャ
ン
キ
ー
種
は
、
今
や

国
内
の
鶏
肉
市
場
で
最
大
の
シ
ェ
ア
を
誇
る

品
種
へ
成
長
し
て
い
る
。

高
性
能
な
ブ
ロ
イ
ラ
ー
へ
の
対
応
に
奮
闘

平
成
15
年
の
米
国
産
牛
肉
の
B
S
E
発
症

以
来
、「
安
心
・
安
全
」な
国
産
肉
志
向
が
強
ま

り
、ま
た
昨
今
の
健
康
ブ
ー
ム
で
は
、高
タ
ン

パ
ク
・
低
脂
肪
の
鶏
肉
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
社
会
状
況
に
後
押
し
さ

れ
、
国
産
肉
の
中
で
も
低
価
格
の
鶏
肉
は
需

要
が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。

そ
も
そ
も
鶏
肉
が
低
価
格
な
の
は
、
ブ
ロ

イ
ラ
ー
の
飼
育
日
数
が
短
く
、
少
な
い
エ
サ

で
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
さ
ら
に
、

他
の
家
畜
に
比
べ
て
繁
殖
能
力
が
高
い
た

め
、
育
種
改
良
の
ス
ピ
ー
ド
も
群
を
抜
い
て

お
り
、
現
在
の
飼
育
日
数
は
45
日
ま
で
短
縮

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
三
代
目
現
社
長
の

山
上
祐
一
郎
氏
は
、「
今
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
、
車

に
例
え
る
と
F
1
カ
ー
の
よ
う
な
も
の
。
あ

ま
り
に
高
性
能
な
た
め
に
、
専
用
の
設
備
を

整
え
、栄
養
管
理
、衛
生
管
理
な
ど
鶏
の
進
化

に
応
じ
た
技
術
を
駆
使
し
な
い
と
種
鶏
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
せ
な
い
」と
飼
育
の

難
し
さ
を
語
る
。
ま
た
、
雛
の
販
売
先
に
適

切
な
技
術
を
伝
え
る
こ
と
も
同
社
の
重
要
な

役
割
。
育
種
会
社
が
主
催
す
る
海
外
で
の
技

術
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
な
ど
、
自
ら
率
先

し
て
技
術
の
取
得
に
励
む
。

近
代
化
と
愛
情
で〝
よ
い
雛
〟を
目
指
す

自
然
相
手
の
畜
産
業
ゆ
え
に
、
一
筋
縄
で

は
行
か
な
い
課
題
も
多
い
。
岡
山
県
で
も
平

成
19
年
に
発
生
し
、
一
時
話
題
と
な
っ
た
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
現
在
は
落
ち
着
い
て
い

る
が
、
同
社
で
は
リ
ス
ク
分
散
と
増
産
体
制

を
兼
ね
、
2
年
前
に
そ
れ
ま
で
1
か
所
だ
っ

た
種
鶏
場
を
、
兵
庫
県
に
2
か
所
新
設
し
た
。

ま
た
、世
界
的
な
穀
物
高
騰
の
余
波
で
、年
間

に
7
千
ト
ン
以
上
使
う
飼
料
も
価
格
の
高
止

ま
り
が
続
く
。
孵
化
や
配
送
に
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
も
上
昇
の
一
途
。
こ
う
し
た

厳
し
い
状
況
下
、「
1
グ
ラ
ム
の
エ
サ
、
1
滴

の
水
、1
秒
の
電
気
も
無
駄
に
せ
ず
、コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
は
か
り
た
い
」と
山
上
社
長
。
工

業
で
使
う
原
価
計
算
を
自
社
の
管
理
会
計
に

取
り
入
れ
る
な
ど
、「
最
小
の
資
源
で
最
大
の

生
産
物
を
生
み
出
す
」べ
く
、
研
究
の
努
力
を

惜
し
ま
な
い
。
ま
た
、
近
代
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、畜
産
家
と
し
て
の
魂
、責
任
感
を
心

に
刻
む
。「
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
、〝
生
き
物
〟

で
す
か
ら
、
愛
情
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
を

常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。」

創
業
か
ら
83
年
間
、
掲
げ
続
け
て
き
た
同

社
の
社
是
は
、「
よ
い
雛
」の
一
語
に
尽
き
る
。

た
と
え
時
代
に
よ
っ
て
扱
う
品
種
が
変
わ
ろ

う
と
、
先
人
た
ち
が
ひ
た
す
ら
に〝
よ
い
雛
〟

を
追
求
し
続
け
て
き
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
た
ゆ
ま
ぬ
探
究
を
続
け
て
い
く

だ
ろ
う
。
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岡
山
市
南
区
福
富
、
住
宅
街
の
一
角
に
あ

る
㈱
福
田
種
鶏
場
。
本
社
裏
側
の
建
物
の
中

で
毎
日
5
～
10
万
羽
の
ヒ
ヨ
コ
が
孵
化
し
、

中
四
国
、近
畿
、東
海
地
方
へ
と
運
ば
れ
て
い

る
。
そ
の
数
は
年
間
約
2
千
万
羽
。
同
社
で

は
、肉
用
鶏
の
雛
を
種
鶏
場
へ
出
荷
し
、そ
の

親
鶏
に
あ
た
る
種
鶏
を
赤
磐
市
の
赤
坂
中
央

種
鶏
場
で
飼
育
し
て
い
る
。
全
国
屈
指
の
規

模
を
誇
る
だ
け
で
な
く
、
国
産
肉
用
鶏
の
市

場
で
8
割
超
の
シ
ェ
ア
を
も
つ
品
種
を
日
本

で
初
め
て
導
入
し
た
、
業
界
の
名
門
企
業
で

も
あ
る
。

採
卵
用
雛
か
ら
肉
用
雛
へ
の
転
換

私
た
ち
が
普
段
口
に
す
る
鶏
肉
の
ほ
と
ん

ど
は
、よ
り
早
く
、よ
り
大
き
く
育
つ
よ
う
改

良
を
重
ね
た「
ブ
ロ
イ
ラ
ー
」と
呼
ば
れ
る
肉

用
鶏
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
で

発
祥
し
世
界
へ
普
及
し
た
、
家
畜
の
中
で
は

歴
史
の
浅
い
畜
種
だ
。

昭
和
6
年（
1
9
3
1
年
）に
初
代
社
長
の

山
上
茂
吉
氏
が
創
業
し
た
当
時
、
同
社
が
販

売
し
て
い
た
の
は
採
卵
用
の
雛
。
岡
山
大
学

等
の
学
識
者
と
連
携
し
た
種
鶏
改
良
委
員
会

を
組
織
し
、
岡
山
市
浦
安
の
研
究
所
で
国
産

在
来
種
の
育
種
改
良
に
取
り
組
ん
だ
。「
強
健
・

多
産
・
低
廉
」な「
よ
い
雛
」の
開
発
に
力
を
注

ぎ
、
そ
の
成
果
は「
フ
ク
ダ
の
ヒ
ヨ
コ
」と
し

て
業
界
で
も
広
く
名
を
知
ら
れ
た
。

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
後
半
、
鶏
の
輸
入
が

自
由
化
さ
れ
、
業
界
は
大
き
な
変
革
の
時
を

迎
え
る
。
大
規
模
飼
育
に
適
し
た
外
国
産
の

鶏
は
圧
倒
的
に
生
産
効
率
が
良
く
、
瞬
く
間

に
日
本
の
市
場
を
席
巻
し
た
。
国
産
種
の
改

良
に
注
力
し
て
い
た
同
社
は
外
来
種
の
導
入

に
一
歩
出
遅
れ
、
一
時
は
出
荷
数
が
大
き
く

「
よ
い
雛
」作
り
の
探
究
を
続
け
る

ブ
ロ
イ
ラ
ー
孵
卵
場
の
名
門

㈱
福
田
種
鶏
場

第
二
十
三
回
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